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≪幹事会のうごき≫  平成 27年 7月 17日（金）15:00～17:00に、一般財団法人日本水産油脂協会新館において 

平成 27年度第 4回幹事会が開催された。 

・DHA、EPAのエチルエステルについて、「医薬品として使用される成分本質（原材料）」に該当するかどうか、 

厚労省に確認する件に関して分科会が開催され、その内容が報告された。 

・研修会の開催について検討し、神奈川県藤沢市にある日本大学生物資源科学部を訪問することにした。 

・公開講演会について、予定していた先生に講師を引き受けていただいた旨事務局より報告があった。 

≪公開講演会のご案内≫  第 17回公開講演会『生理活性物質としての DHA・EPAの機能と動態』 

日時：10月 23日（金）13:20～17:00 

場所：アイビーホール青学会館 地下 2階 サフラン 

講師および演題： 

○「体内時計と脂質栄養学」 早稲田大学  教授 柴田 重信 先生 

○「生理活性物質としての EPAの生体内動態」 高崎健康福祉大学大学院  教授 荻原 琢男 先生 

○「日本人の食事摂取基準（2015年版）: 脂質・脂肪酸を中心にして」 東京大学大学院  教授 佐々木 敏 先生 

  ※会員各位におかれましては、お送りしたご案内に従って、お申し込み願います。 

株式会社テルヴィス  小林 裕昌 

  第 153回芥川賞をお笑い芸人が受賞したニュースは大きな話題になりました。純文学の短編小説では 200万冊

を超えるベストセラーになったことでもその注目度が伺えます。その受賞者が尊敬し愛読していたのが太宰治の小

説です。皮肉にも太宰は芥川賞の候補になりましたが受賞はしていません。9月 7日付の新聞各紙の夕刊で太宰

が師であり、芥川賞の選考委員であった佐藤春夫に宛てた書簡が約 80年ぶりに見付かったと報じました。4メート

ルにも及ぶ巻紙に、「第二回の芥川賞は、私に下さいまするやう、伏して懇願申しあげます」、「佐藤さん、私を忘

れないで下さい。私を見殺しにしないで下さい。」などと切望しながらも受賞できずに泣訴する様子が綴られている

そうです。 

  手紙を受け取った佐藤春夫は、谷崎潤一郎との間に「小田原事件」から、谷崎の「妻譲渡事件」で世間を騒がせ

た詩人です。事実の中で、悲恋に苦悩する孤独な男の愁嘆を自嘲的に詠じたものが『秋刀魚の歌』です。「あわれ 

秋風よ」で始まるこの詩は、「さんま苦いかしょっぱいか」という箇所がよく知られています。もちろん、秋の味覚とし

ての秋刀魚を称賛した作品ではありません。道ならぬ恋の悲哀に対して、一家団欒、幸せの象徴として焼き立て

の秋刀魚が食卓に上る様が綴られています。秋刀魚は、それ程庶民に愛されて来ました。2013年の不漁による価

格の高騰が大きなニュースになる位に食卓の優等生として好まれています。9 月に入ってランチのメニューにも生

秋刀魚の塩焼きが加わりました。 

  日本人の食卓に欠かせない魚である秋刀魚。国は、資源保護のため漁獲量に上限を設けています。5 月 26 日、

2015 年漁期を 26.4 万トンと決定しました。2014 年比で 26％と大幅に削減され、過去最低の漁獲枠となったことで

価格の高騰が懸念されました。しかし、実際の水揚量は例年約 20万トンと価格への影響は心配ないようです。 

  今年 9月 3日には、秋刀魚など北太平洋の漁業資源管理を目的とする国際的な地域漁業管理機関「北太平洋

漁業委員会（ＮＰＦＣ）」の初会合が東京都内で開かれました。7 月に発効した北太平洋漁業資源保存条約を批准

した日本、カナダ、ロシア、中国、韓国、台湾に加え、米国がオブザーバーとして参加。国際的な資源管理の在り

方などを検討します。ＮＰＦＣは、同条約に基づき、北太平洋の公海で捕れる秋刀魚、クサカリツボダイ、アカイカな

どを保護しながら長期的に漁が続けられるよう、関係各国・地域が監視や規制などで協力するための枠組みを決

めます。戦後 70年、秋の味覚も国際協調の時代がやって来ました。 
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